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旅
は
、
や
ま
だ
与
け
な
曙
で
は
。
 
 
 

こ
れ
か
与
味
わ
え
l
 
 
 

苫
提
案
す
古
か
。
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
書
中
か
 
 

与
マ
〓
ア
ッ
ク
な
コ
ー
ス
ま
で
、
色
々
な
プ
一
7
 
 

ン
王
寺
え
ま
し
た
。
で
も
、
ど
れ
モ
イ
マ
イ
チ
ビ
 
 

ソ
と
来
な
い
。
 
 
 

泰
阜
－
宣
品
苫
晶
蓋
い
い
け
れ
ビ
ュ
現
代
人
 
 
 

二
番
必
要
な
旅
は
自
然
の
中
で
何
も
し
な
い
 
 

時
間
菅
果
し
む
こ
と
。
菓
幣
、
札
た
ち
も
し
ょ
っ
 
 

ち
巾
う
早
川
へ
は
行
く
け
れ
ど
、
何
も
し
な
い
 
 

時
間
は
ほ
と
ん
ど
作
れ
な
い
。
モ
■
」
で
、
今
回
巾
 
 

旅
は
何
も
し
な
い
極
上
申
時
間
モ
過
ご
寸
土
上
 
 

告
目
的
に
丁
■
7
ン
音
立
7
て
み
ま
し
た
。
 
 
 

旅
の
主
役
は
日
々
巾
仕
事
に
疲
れ
害
っ
た
■
 
 

t
部
女
瞳
i
人
租
。
1
日
日
は
高
丑
■
了
ン
手
、
浬
 
 

よ
、
昼
ヰ
…
、
と
欲
望
申
社
｛
ま
‡
の
気
童
女
廉
．
 
 

モ
し
7
2
日
日
は
各
々
の
趣
向
に
合
わ
せ
た
オ
 
 

ス
ス
メ
7
ラ
γ
。
贅
沢
に
、
で
t
り
－
ズ
千
丁
ル
 
 

■
†
 
に
－
・
モ
ん
な
、
■
J
れ
ま
で
に
な
か
り
た
幸
せ
h
叫
 
 

誌
盛
 
 

「
早
川
の
秋
葉
嘆
丁
弓
∴
′
」
。
手
て
、
ど
ん
な
肺
 
 

丁、サ、三  



7［］日  
手
、
源
泉
掛
け
流
し
の
温
泉
、
号
し
て
一
 
 

流
の
毛
て
な
し
が
受
け
；
爪
ち
と
聞
き
 
 

や
っ
て
宇
た
。
 
 
 

1
1
時
に
旅
館
に
着
宇
、
予
約
し
た
部
屋
 
 

で
ひ
と
ま
す
休
憩
。
手
っ
号
く
露
天
風
呂
 
 

に
。
こ
の
上
な
い
ひ
と
と
宇
。
件
の
芯
ま
 
 

て
請
け
て
し
ま
う
。
 
 
 

温
泉
呵
後
は
井
待
ち
か
ね
の
■
7
ン
千
。
 
 

お
井
当
形
式
再
「
箱
磨
」
。
味
と
と
も
に
見
 
 

た
目
可
美
し
手
も
、
亭
す
が
は
一
流
旅
館
。
 
 

岩
魚
の
朴
＃
焼
き
、
ト
マ
ト
の
く
ヂ
寄
せ
 
 

な
ど
、
夕
食
に
も
出
書
れ
う
メ
〓
ユ
ー
が
 
 
 

秋
風
が
心
地
よ
い
。
秋
は
や
は
り
山
に
 
 

限
ち
。
号
ん
な
こ
と
吉
見
い
、
お
昼
前
に
 
 

早
川
町
に
到
着
。
ま
ず
訪
れ
た
の
は
、
名
 
 

旅
館
と
し
て
名
高
い
「
虚
空
館
弓
り
－
ズ
 
 

ナ
ナ
ル
な
価
題
号
ユ
壁
宰
館
巾
♯
幸
な
食
l
E
モ
よ
し
。
心
身
と
毛
に
く
つ
う
げ
毛
 
 

＝
ガ
巾
の
膚
雪
甜
7
 
 

＋  屯＋＋＋唱㌧†十十ト“   

春
草
ラ
′
手
と
 
 

謹
白
筈
一
時
 
 

l‾＝膏両頭  
料
金
は
一
人
六
千
円
。
宿
泊
し
た
と
思
 
 

え
ば
安
い
毛
の
。
最
一
間
に
‡
沢
な
時
間
喜
 
 

連
ご
せ
∃
、
慶
空
東
で
の
お
昼
だ
っ
た
。
 
 
 

薫
し
椚
嬉
し
い
限
り
。
 
 
 

部
屋
は
1
5
暗
ま
で
利
用
で
き
ち
。
食
事
 
 

吉
葉
し
ん
だ
後
毛
時
間
は
た
7
ポ
リ
。
温
 
 

泉
主
菜
し
む
モ
よ
し
。
部
屋
て
ゆ
っ
く
り
 
 
 

ー
■
■
■
■
 
 

＿， 

にも出舌れるメニュー，  

】  
山ならでl壬の食材、旬の食材がたっぷ  

り鈷まった箱嵐全1ヨ品¢大半が、夕食  

上：宿泊lこ使う部屋奄用  

意してくれ魯。他人毛先  
にせす、帥ったりくつち  
けも右上：呑〒樟ヲンチ。  
これまた轟事で、大人で  
も食べたくな石鮎00円  

蓋濫諾語l  
内凰呂、掴呂が奄石．  

ウ
項
G
四
日
出
L
 
 

最
適
1
と
救
え
て
い
た
だ
い
た
き
の
こ
音
貢
い
 
 

込
み
、
続
い
て
は
、
「
お
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
の
店
」
へ
。
 
 

イ
千
オ
シ
は
お
か
す
み
そ
や
山
椒
由
佃
煮
な
ど
 
 

宇
作
り
の
味
。
今
日
は
お
か
ず
み
モ
と
野
菜
吾
 
 

罠
っ
て
、
い
ざ
宿
泊
場
所
と
な
言
五
官
亭
印
湯
へ
。
 
 

‡
華
在
ラ
ン
チ
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
夕
食
 
 

の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
旬
の
亭
の
こ
や
野
菜
音
瞳
弓
 
 

た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
宣
す
盲
こ
と
に
。
 
 
 

早
速
、
旬
の
素
材
音
調
達
す
ち
た
机
に
「
点
心
 
 

直
長
編
7
相
克
7
と
巾
た
 
 

新
鮮
な
薦
咋
咄
音
調
凄
 
 

左から：長軸しIlたけ、ひらたけ、  
なぬこ．栽培ものだが味は抜群／  

哺に貴幸宇なと看護ぜたも¢。  
亡＃や野菜に付け古とt轟。／ワ  
ラダなとの民芸品も♯しIl古土産。  

／♯tも早Jll町の特産品の一つ。  

」  

山で探れた捗しいき血こ毛店既に並瓦  
この日は、ウヲぺ＝水干イシメタ．アカヤ  

マドリタケ、オオモ≡タケなど竜入手】  



n  
た
く
喜
ん
買
い
込
ん
だ
食
材
吾
片
手
に
、
 
 

い
ぎ
湯
島
の
揚
の
コ
テ
ー
ジ
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
 
 

ン
。
一
休
み
し
た
り
、
西
山
農
園
の
お
み
や
げ
 
 

吉
見
た
り
、
居
い
思
い
の
時
間
音
菓
L
ん
だ
 
 

後
は
、
夕
食
画
王
度
。
と
は
い
っ
て
竜
野
妾
盲
 
 

切
っ
た
り
、
寺
内
こ
王
手
い
て
、
ホ
と
は
持
「
 
 

7
曹
た
ホ
γ
ト
7
レ
ー
ト
て
焼
く
だ
け
。
 
 
 

焼
い
て
も
小
手
く
な
弓
な
い
内
犀
な
さ
巾
 
 

こ
は
、
食
べ
7
み
ち
と
味
の
違
い
に
び
っ
く
 
 

り
。
こ
ん
な
に
濃
厚
で
香
り
高
い
宇
内
こ
は
 
 

早
川
の
秋
な
ち
で
は
。
こ
の
味
富
加
っ
7
し
 
 

ま
う
と
、
市
販
の
寺
内
こ
は
毛
う
食
べ
与
れ
 
 

ま
世
ん
－
・
 
 
 

碍
曇
藷
コ
一
T
r
l
＝
 
 

手
一
⊥
・
ナ
ウ
†
、
′
 
 

ウ
偏
l
‡
き
の
〓
 
 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
 
 

」  ■ll■  

】王用■l土あらかた滞つモーt   

古ので心配な＝．ノーターや讐油、また由君はt持♯するか1中の商店に  
正吉胃ウて入手す古．ジューユ、軽書（おにぎIJ、親告モはなど）の自助  
鞭蕎檎11コテーリに触手れてlほ：す。  

締
鵬
は
、
旗
手
お
に
ぎ
り
。
お
ば
爺
ち
ゃ
ん
 
 

の
店
て
貰
っ
た
お
か
ず
み
モ
モ
た
三
亭
り
入
 
 

れ
ま
す
。
お
な
か
も
い
っ
ば
い
で
幸
せ
な
気
 
 

分
の
ま
ま
、
す
ぐ
隣
に
轟
ち
温
泉
へ
直
行
－
・
 
 
 

■
■
■
醸
】
 
 

幸
吉
号
う
だ
。
 
 
 

コ
一
丁
－
ヂ
に
宿
泊
す
ち
と
、
一
 
 

無
加
水
で
適
温
吉
保
つ
こ
と
 
 

度
言
下
げ
壬
構
能
毛
臭
た
 
 

う
と
流
れ
て
い
互
癌
 
 

ブ
ル
な
温
泉
。
 
 

は
極
力
抑
え
、
 
 

出
す
掛
け
流
し
 
 

2
0
0
5
年
に
開
業
し
た
ば
か
 
 

り
の
、
町
内
で
一
番
新
し
い
「
湯
島
 
 

の
潰
」
は
、
属
天
 
 

一
「
†
卜
丁
・
ナ
†
丁
巾
た
 
 

諸
島
G
諸
富
咄
・
一
古
か
 
 

l＿l■l■ 鎚■■  
■  

きのこは5rrl血≡どの厚さに切コて、  
ノてターで蕪＝て、雪上つと■油壷  

付けてtぺるのが卓勤め．昧、書り  
も肯ごた蒐がたまらな‖．  

の
シ
ソ
 
 了［］□  専
巾
掃
っ
た
後
の
祉
蓋
い
な
い
温
 
 

浸
り
、
今
夜
は
よ
く
眠
れ
モ
う
だ
～
。
 
 

モ
艶
椚
な
が
ら
由
湯
に
つ
か
っ
 
 

、
桧
凰
呂
の
繚
で
喪
号
べ
っ
7
 
 

り
、
自
由
自
在
に
菓
し
め
ち
。
 
 

利
用
で
宇
う
。
（
夕
方
6
時
以
降
、
 
 

鼻
掛
け
流
し
の
露
天
且
呂
モ
 
 

占
椚
。
こ
の
上
な
い
‡
沢
感
に
 
 
 

月
は
丁
時
以
降
）
。
 
 

書
出
し
て
渡
っ
て
み
う
と
、
凰
が
吹
き
ぬ
 
 

け
足
が
す
く
ん
て
し
ま
う
。
号
れ
で
も
こ
 
 

こ
で
し
か
感
じ
i
こ
と
の
で
享
な
い
虹
 
 

小
鳥
の
さ
え
す
り
と
と
モ
に
、
朝
6
時
 
 

に
些
巧
い
つ
も
は
目
覚
め
が
悪
い
の
に
、
 
 

今
日
は
す
っ
宇
り
。
幸
て
申
移
動
が
塞
い
 
 
 

軸
G
早
川
草
野
顎
 
 

ッ
プ
さ
れ
た
施
設
は
、
 
 

た
遣
っ
た
趣
で
、
満
天
 
 

り
．
島
G
T
7
ず
・
∫
 
 

と
と
士
二
に
 
 

葉
再
身
近
手
に
は
っ
と
す
ち
。
 
 
 

朝
の
張
り
舌
椚
た
空
気
舌
癌
じ
な
廊
 
 

萱
コ
〒
－
ジ
に
罠
ち
。
チ
ェ
ッ
 
 

ク
ア
ウ
ト
ま
で
、
時
間
は
ま
だ
た
っ
ぷ
り
。
 
 

少
し
冷
え
た
体
苫
温
泉
て
温
椚
う
。
手
て
、
 
 

今
日
は
何
普
し
よ
う
か
な
白
 
 

．1   
ライトアップきれた施設が  

晴Ⅶの中に浮かび上が古．  
これからは、濡船の用りに  
樽見られたイロ八モミジ机  

赤く染麦lコまた一段と凰憎  
が出石。  

町内卓所にこうしたつlコれが見られ  

古。モれを掬して轟魯のも面白Il．減  
ふぎけT撼与したlユす古と危険です。  
荘暮して渡ってくださし1。  



私
は
、
早
川
の
温
よ
壬
と
こ
と
ん
蓋
 
 

し
も
う
と
い
う
こ
と
で
、
早
川
町
♯
北
 
 

の
「
奈
良
田
」
へ
向
か
う
こ
と
に
。
辛
苦
 
 

停
れ
、
7
ル
ー
の
奈
良
田
湖
と
真
っ
赤
 
 

に
燃
え
う
虹
糞
音
右
手
に
板
書
の
ば
っ
 
 

7
い
く
と
、
「
奈
良
田
の
里
」
に
到
曽
。
早
 
 

づ
二
「
、
′
○
 
 

青
白
国
の
学
ユ
碍
崇
三
味
 
 

に入って、貴■毒して、1の上モー義して…．これ手繰り遭すと、  
傭ガ本当に1けてしまう．  

†
一
「
、
′
◎
 
 

南
柏
7
碩
っ
亡
・
一
価
痙
 
 

地
元
申
文
化
に
ふ
れ
た
い
－
と
い
う
こ
と
で
、
 
 

私
は
雨
畑
に
向
か
い
ま
し
た
中
訪
れ
た
の
は
「
硯
匠
 
 
 

庵
㌔
こ
こ
両
畑
に
産
す
吉
良
董
両
鮨
振
砦
苗
互
生
 
 

ま
れ
ち
「
需
畑
親
」
音
今
に
伝
え
ち
施
設
で
す
。
 
 

こ
こ
で
は
、
多
く
の
両
畑
現
や
聞
達
す
号
文
霹
 
 

臭
が
展
示
さ
れ
7
い
享
だ
け
で
な
く
、
稟
際
に
硯
 
 

制
作
が
体
験
て
苧
古
と
聞
い
て
早
速
チ
†
レ
ン
ジ
。
 
 
 

♯
人
さ
ん
の
T
事
な
措
♯
内
も
の
と
、
「
♯
」
〔
す
っ
 
 

た
玉
音
溜
め
て
由
く
苛
軍
事
痘
吉
件
糞
と
、
全
体
 
 

音
滑
ち
か
に
研
磨
手
島
作
菅
体
験
。
も
卓
う
ん
、
 
 

完
成
し
た
現
は
お
土
産
と
し
て
特
電
癖
盲
こ
と
が
 
 

て
至
王
㌔
 
 

†
－
「
、
′
○
 
 

赤
宋
躇
7
エ
翼
営
l
＝
コ
．
和
も
 
 

山
に
亭
し
ゐ
7
水
密
■
巾
声
」
 
 
 

号
の
他
、
赤
沢
宿
由
江
芦
屋
前
や
大
阪
屋
下
 
 

巾
石
量
沿
い
、
与
し
て
七
面
山
中
泰
蓼
遭
登
山
 
 

一
人
に
な
っ
て
向
か
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
 
 

の
軍
＃
が
今
な
お
残
ち
赤
沢
埴
‘
毒
盲
上
か
 
 

弓
下
ま
で
縦
断
す
ち
石
t
音
、
且
景
音
眺
鵬
な
 
 

口
に
モ
牧
水
の
歌
碑
が
論
っ
た
。
こ
れ
ち
吉
巡
 
 

り
な
が
弓
、
牧
水
が
感
じ
た
赤
沢
循
に
患
い
モ
 
 

は
せ
ち
。
少
し
は
牧
水
に
近
づ
け
た
か
毛
■
 
 
 

昼
食
は
、
モ
ば
富
貴
べ
に
武
蔵
虚
言
ん
へ
。
地
 
 

元
申
女
性
た
ち
が
丹
誠
込
椚
て
打
っ
た
♯
麦
と
、
 
 

旬
肉
食
材
音
便
っ
た
天
景
弓
に
大
満
足
。
 
 

上：江戸主節の取乱下左：書久⊆から¢膿机下中：石暮と赤沢■  

脚町払軋石：嚢t■喜んの天ぶ邑モ吼   

邑』  



†  

■アルブユ巾  富／憲完‰始  

軸の早川l＝離U■l＝よい7  

■●■   常＃闇ノ佃：〔旧～19：珊（11月か  

b 孟罫鮎吼  
小学生200円（小筆生末沸無糊、  
憮■：中華生以上1脚円、小半生  
邪円仏滅料込み）  

痍
良
田
 
 

「
ン
ネ
 
 

■書館  
創55糾8・㌢＝1   

西山エリア  日揮り入漏：1卿円（11：∝ト15：∝I※  

責付1郎00まで）、お貴■：帝劇帥抑円、  
帆∞円～（11：00－15：00 ※3日  
酌までに予約紬要、卸屋代・入浴料込  
叫、書泊：1泊ヱ土コa〔〉00円一陣＝ツタイ  
ン14：00、チエツケアウト11：∝I※税別）  

粛  
l ア  
ル  

ー＿＿－一  

慧  

≡里・部川エリア  

一■  
濃■の童■  

8055抽2ヰ68  
定休日′木■日（祝日の場合、遷金■即  
一圃入浴：大人500円、小学生脚下2仰円（10！叩  
－18：00、丁・8月は柑：【泊までI、傭畿亡1日入朝：  豊富甘遥層  

西山＝り丁  四汀52書糟1抑円（10：帥～15＝叫l、鷹泊＝2名脚円、3名   
1 10｛50円、ヰ名1乙800円陣エツウイン15：00」チ＝ツ  

ケアウト丑日10：ロ○、入浴は21：○ロまで、翌日は  
6：【旧から10：00まで可阻入浴料≡乱札食■なし】  

ヴィラ市畑  
直島軸記章  

≡雷、舌封・l＝り丁  
■瞳河内川  

想旧5561ヰ5－ZZlヨ  

鷹傭眉′木t日  

一円入浴：5〔拍円〔11：00～20：00、睾李平  
日は15：00から〕、休轟；1j氾0円某4時間  
の場合1．000円（11：00〝1丁：0乱雲香休  

層旧土・日・祝日の価利用可）、貴■：豆腐  
棚1，聞0円禦4日前までに予約が必粟  野▲公  

おlまぁ盲ゃんた盲の店  

加556・ヰ8一三900  

定♯日／火中日※書から軌の観  
光シーズンのみ営業  
蕾農時¶′9：00～1丁：曲  

T  

素見田  
℡0556－45－2ZlO  

早川きのこ闘  定休日／火1日【祝日の場合、丑水曜印  
芸蒜蒜間／9二ql－1丁：亡氾  

料金′親筆料：大人200円、中・ホ・大学生  
1聞円、小半生脳下・70鰻以上無料、覆嘱作  
件■！：原石代11頼Il．000円～、摘導線叩00  
円／人一瀬前日までに予約が必要  

半
h
■
 
／
 
 

南
ア
ル
ブ
ス
街
■
 
 

青葉日′春、秩の土日。  
秋¢きのこ土盛期は．木  
■日収外の平日も曹♯。  
時Ⅶ′‖：00～16：（旧（多  

少変更ありI  

早川町投■   

★アル丁‾一   

読  匡垂］－」  

無人l転売所  

※阜期は閉鎖  ト  
ン  
ネ  
ル  

モば払武鷺屋  
℡0556－ヰ5－3117   

帝皆確論  
土、日、祝日の11：00～15：印に営♯。  
平日は要予軋  
メ＝ユー′ざるモl加ロロ円、天ぶらモ  
ば800円、ごはん10ロ円  

一．′ 赤東福山エリ丁  責辛井晶？が当た古  

やまだ引ナクイズI  

r  

■  

写真は何と  ■NEXTlbまだ引丁  ■読書の声  

●やまめピアに昨年行きました。とても楽  

しかったです。ヤマメの書製がとても美味  

しかったです。（某拙山市、H舌ん）  

●ヤマメがとっても美味しそう。横浜は連  

日30℃以上瓜猛暑です。早川の王血気候情  

報も載せて下古い。（横浜市、G舌ん）  

キノコでしょ  

1．マックケ  
2．シイタケ  
古．ハナイブチ  

26号特集（12月上旬お届け）  

「早川入りの金山その2」   

金山特集菓2華削よ江戸時代に注目。   

戦国時代に保・黒桂で始まコた早川町内  

の畠の探振。江戸時代に在ると雨瀾の金山  

が賑わいだします。長畑の奥の金山集落に  

1000軒もの家があったという「長畑千軒」  

の言い伝えなど、モの盛況ぷりがしのばれ  

ます。しかも、雨珊では、一般の村人も川に  

入って砂金を採っていたのだと机   

佐渡金山、土肥金山だけじゃない！充】ら  

れざる早川町の黄金伝言臥乞うご期待！  

廃寺の中か  
選で1名機に、l  
川きのこ園の吉  編集部：や夏めビアで頂くヤマメは本当に  

美味しいです。水分が抜けて味が凝縮吉れ  

ているのだと思います。モれにしても、今年  

は早川町も例年になしl暑壬でした。普段慮ら、  

暑くて眠れないことなんて無いのに、今年  

は8月瓜終わり頃まで寝苦しかったです。  

これも温暖化曲影響でしょうか。毎年こう  

なると思うと、先が思いやられます。  

め合わせ  
しゼント！  ここだけの話、倍率が力「  
り低いので当た  る確率大です！  

前回伍 ′力D正解は  1の「か「血lでL  
聖 早速〒品盲詣昌去 どこl   

」■  」■ ■   ■   



も．才抽人の  
諌Lr ′亡¢   

島哺芋の囁げ団耳   
食欲の軌です。早川由軌¢味寛、島根宇（とうねし1もIの章節です。沖  

♯の宮廷料理「ドゥルウカシー」を参考に、島根宇の撫lナ団子壱作って  

みました。■棍宇は里芋の一種で、京野菜として有名な海老宇にも匹  

敵するおLlし喜です．里芋で毛作れますが、島根宇で作古こと壷おす  

すめします。焼酎のおつまみとしてどう毛  

■材料（ヰ人分）   

島根宇…・・……………・・■・・・・ 450グラム   

すい書 亡宇が引 ……・…‥ 

にんじん・・…………………■ 
8グラム   

50グラム   

干ししいたけ……………… 中3枚   

干ししいたけの戻し汁……100∝   

膠パラ肉・・……＝…・・・・・・・・・・・ 100グラム   

サラダ油・・…………………■ 

塙・・・・・・・・…■■■■■・・・・・・・・・・・■■■■■せ 
遺t   

片栗粉……………………… 
々   

遺t  

■作lコ方   

①すい幸、干ししいたけを水でもどす。  

干ししいたけの戻し汁はとっておく。   

魯苧をふかす。t子レンジでも可。   

モの場合は、洗った宇毒ふかすに皮の夏ま  

ラップをして5分。去返して3分程度。  

旨  

㊥すいき、干ししいたけ、にんじんをさいの目切呵にし、細かく切った豚肉と一緒に炒め古。  

膏lコ、歯ごたえ、味、≡拍子モうった  

早川きのこ圃のきのこ盛合せ   

秋の味覚として外せないキノコをおす  

そ分け。ウリタケやヒラタケはキノコ汁  
甲奴書込みご飯、バター炒也など、何にで  
も合う万能選手です。ぜひどうぞ。  

1．きのこ岩吉め合わせ   

料金／1籍3ヱ00円（本体25〔氾円・送料丁（旧円〕   

内専／1kgルいたけ＋ひらたけ、くりたけ、  
なめたけの中掛ら耕しいもの）   

発送／1ロ月下旬以降、注文順に発i註   
摘切′／11月5日〔月）  

2．しい丘け   
料金／1帝3即円（本体2500円・送料丁亡0円〕   

内容ノ／1kg   

発送／10月中旬以降、注文I騒に発送，  

天白・然が育んだ男醇な菅り  

日本ミツノてチの「山車」   

玉屋養蜂場の山藍は、赤沢を中心に、周  
辺の山々で日本≡ツパテが集めたはちみ  

つです。コウがあり栄養備点。舌触IJはま  
ろや机後味はすっきlコで、花の香りも存  
分に楽しめます。ヨーグルト、パン、紅茶  
などととも相性抜群。上品でまろやかな  
昧をぜひご賞味くだ古い。  

料金／本体乙5〔Ⅲ円＋送料丁α〕円  

内宙′′250g  

発送′11月下旬より注文臓こ尭送  

高級食材海老宇にも匹敵  

大島の島根宇（とうねLlも】   

その昔、「唐価芋」と呼ばれていた島根芋。  
京野菜として有名な海老芋も、同じ仲間  
です。普通の里芋よりもほくほくしなが  
らも粘lコが強〈て芋の味が濃〈、そのお  
いしさは海老宇にも匹敵。   
保存の同債から、10月下旬からお正月  
頃までし力1食べられません。九■♯薄の方々  
が、丹精こめて無よ廣で栽培した島根芋。  
ぜひ一度味わって下手い。  

料金／本体1即円＋送料8ロロ円  
締切／11月1g白（月〕   内害／島根宇狭g＋  

芋茎25g  

発送／1ロ月下旬から  i一層畠■  tl  
注文順．に発送  

締切／11月5［∃（月）  

艶天帯聞置のこは、はゃ甜わきのこ固に直接お問合   
せ＜ださい〔電諸方讃川島2「雲瑚。運好よければ．とっ   
て毛≡珍しくておし1しいきのこ正幸に入孟廿宅。  

注文・宙間＝合わせ先／やまだ引ナ編先師   

F  

「■  Ⅶ  
「   

t栢／0556－45－2101（9：00～19：00）フ7rツケス′0556－45－2268（24時間対応）メTル／shop昏jorYuken．net（24時間対応）  

いすれも、注文書氏名、住所、t請書号、由送り先氏名、住所、t話者号、商品名、敷1をご連絡下書い。ファックス、メールでお申込の場合、折lコ返しご連絡いたします．3日経っ  
u   

rしm■叩．」叩T、一山青書叩■H－U．i」‘．〟1†m－止  
ロなIl時川仕何もし吐Il、何も寺えなLt朋だと且う今日こ¢l■  
知与す知らずのう盲に配してIl魯心と体毛、ゅっくり欝昔ほぐす  
ヰ■寺■川で1亡してみてはLlかがモしよう机乱lし‖ランチ書  
tぺて、■上ぬ1■に薫かゥて、由t暮して・＝サ且Il【hしても、あ  
ーし抽せl  

【モ‡景甜了】  
＃行元／フィールド≡ユーリアム運営章■重  

任 市′山＃■＃巨■甲州瞞■30 〒4ロ9－27：汀  

t 苫／0556－45・王1t氾 コークシミリ／0556・ヰ5・ココ68  

I－ムページ／ht中〟www血W山即血川■叩ー帽相加伽／fm／   
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